
「 M at h  ×  M e d i c i n e  × P h a r m a c y 」 
S e m i n a r の ご 案 内

このたび、京都大学と Pfizer の共催により、「数理 × 医学 × 薬学」をテーマとした新たなセミナーを企画する運びとなりま
した。

本セミナーでは、臨床医学の現場をはじめ、実社会に真に貢献する数理科学の在り方を追求し、「医学（特に臨床医学）」と、
治療の基盤である「薬学」を軸に据えた、数理による学問の革新と新しい学術潮流の創出を目指します。　また、アカデミア
と企業の連携を活性化し、両者の研究者が議論・交流できる場としての機能も担っていきたいと考えております。

今回のセミナーには、アカデミア側からは臨床医学・免疫分野で創薬においても実績をもつ世界トップクラスの研究者 � 名、
企業側からは Pfizer および世界薬理学会で数理薬学分野を牽引されている � 名の専門家、計 � 名のアドバイザーにご参加い
ただきます。

ASHBi（京都大学高等研究院・ヒト生物学高等研究拠点）、Pfizer、京都大学成長戦略本部と連携し、本セミナーの運営を行
ってまいります。本セミナーは世界初の取り組みとして、世界配信を基本とし、ハイブリッドまたはオンライン形式で開催さ
れます。

KICK OFF SEMINAR は ���� 年 �� 月 �� 日に予定されています。
その Eve（前夜祭）セミナーが、下記の日程で開催されます。ぜひご参加ください。（参加登録必要）

MMP Eve Seminar (Online)
・Date: August �� (Monday), ��:��‒��:�� (JST)
・Speaker: Dr. Saroja Ramanujan
 (Fellow, International Society of 
 Pharmacometrics - ISoP)

・Title: Quantitative & Systems Pharmacology
 in Drug Development: Overview, Examples, 
and Future Directions

お申込みはこちらから
・MMP Seminar Webpage & Registration: 
https://ashbi.kyoto-u.ac.jp/mmp-seminar/

Registration: Webpage: 

Organizer： ファイザー R&D 合同会社　クリニカル・ファーマコロジー 部長　三好 聡
　　　　　           京都大学高等研究院・ASHBi / 医学研究科・数理生命医学　教授　 李 聖林


